
平成18年5月2日
兼松株式会社

平成18年3月期 連結決算ハイライト 単位：億円（億円未満四捨五入）

資産・負債および
資本の状況

前期末 当期末 前期末比
(平成17年3月期末) (平成18年3月期末) 増減 増減率(%)

　総資産 5,201 5,560 359 6.9%

　グロス有利子負債 3,108  2,984 △ 124  △4.0%

　ネット有利子負債 2,616 2,463 △ 153  △5.8%

　 資本金 275 278 3 1.0%

　 資本剰余金 260 276 16 6.2%

　 利益剰余金 54 △ 163 △ 217 －

　 その他 △ 209 △ 131 78 －

　自己資本合計 380 260 △ 120  △31.6%

　自己資本比率 7.3% 4.7%  △2.6% －

損益の状況
前　　期

(平成17年3月期)
当　　期

(平成18年3月期)
前期比 　ネットDER 6.9倍 9.5倍 2.5倍 －

利益率 利益率 増減額 増減率(%)

平成17年3月期 平成18年3月期 前期比
売上高 8,869 11,047 2,178 24.6%

売上総利益 681 7.7% 817 7.4% 136 19.9% 　営業活動によるＣＦ 101 197 96

　販売費・一般管理費 524 76.9% 638 78.0% 114 21.7% 　投資活動によるＣＦ 54 78 24

　内、貸倒引当金繰入額 5 6 　フリーＣＦ 155 275 120

営業利益 158 1.8% 180 1.6% 22 14.1% 　 るＣＦ財務活動によ △ 29 △ 266 △ 266

　受取配当金 9 17 8 50.0%

　利息収支 △ 57 △ 66 △ 9 －

　持分法損益 9 17 8 95.9%

　その他 △ 1 10 11 －

経常利益 117 1.3% 157 1.4% 40 34.0%

　特別損益 △ 69 △ 324 △ 255 －

税引前当期純利益 48 △ 167 △ 215 －

　法人税等及び少数株主損益 △ 24 △ 50 △ 26 －

当期純利益 25 0.3% △ 217  △2.0% △ 242 －

基礎的収益力 123 153 30 24.7%
＊１　売上総利益に対する販管費率　　＊２　基礎的収益力＝営業利益＋貸倒引当金繰入額＋金利収支＋受取配当金＋持分法損益

部門別セグメント情報
売上高 営業利益

前期 当期 前期比 前期 当期 前期比
H17/3期 H18/3期 増減 H17/3期 H18/3期 増減

　Ｉ　　　　Ｔ 2,492 3,025 533 36 50 14

食　　　料 1,344 1,994 650 17 7 △ 10

鉄　　鋼 1,182 1,246 64 54 55 1

プラント 1,018 1,019 1 10 25 15 平成18年3月期
実　　績

平成１９年3月期
見通し

前期比

鉄鋼・プラント 2,200 2,265 65 64 80 16

エネルギー 1,882 2,718 836 11 19 8 　売上高 11,047 11,500 453

ライフサイエンス 324 288 △ 36 7 6 △ 1 　経常利益 157 175 18

ライフサイエンス・エネルギー 2,206 3,006 800 19 25 6 　当期純利益 △ 217 100 317

繊　　　維 579 556 △ 23 12 4 △ 8 　自己資本 260 360 100

そ　の　他 53 205 152 9 11 2 　ネット有利子負債 2,463 2,300 △ 163

消去又は全社 △ 5 △ 4 1 △0 3 3 　ネ ＥＲットＤ 9.5倍 6.4倍 △3.1倍

合　　　計 8,869 11,047 2,178 158 180 22

　
○売上高・売上総利益・営業利益・経常利益いずれも前期比大幅増加。経常利益は過去１０年で最高と収益力強化に弾み。
　・攻めの経営に転じた「ＮｅｗＫＧ２００」の２年目、売上高は１兆１，０４７億円と前期比２４．６％の増収。
　　売上総利益も８１７億円と、前期比１９．９％の増益。
　・売上高増加に伴い販売費及び一般管理費は増加したが、効率経営に努めた結果、営業利益は１８０億円と前期比１４．１％の増益。
　・経常利益は、前期比３４．０％の増益で１５７億円。
　・当期純利益は、資産内容の一段の見直しに伴う特別損失計上により△２１７億円。

○ネット有利子負債は、ＮｅｗＫＧ２００最終年度目標を前倒しで達成。
　・ネット有利子負債は２，４６３億円と前期末から１５２億円を削減、ＮｅｗＫＧ２００の最終年度末（平成１９年３月末）目標の２，５００億円を
　　１年前倒しで達成。
　・自己資本は、リスク資産の大幅な圧縮にともなう特別損失計上により、前期末比１２０億円減少し２６０億円。
　・この結果、自己資本比率は４．７％、ネットＤＥＲは９．５倍となった。

○今期でほぼ全ての懸案を処理、「完全復活」のための最終地固めを実施。

売上高
原油価格の高騰やKEL、新東亜の新規連結子会社化で、エネル
ギー、IT、食料部門を中心に高い伸びを示し、２，１７８億円増加
の１兆１，０４７億円。

営業利益
売上増加に伴なう販管費増もあり、営業利益は前期比２２億円
増の１８０億円。

経常利益
外貨金利の上昇により利息収支は悪化したが、関連会社の収益
増で受取配当金や持分法損益が良化し営業外収益が増加。経
常利益は前期比４０億円の増益。
基礎的収益力も１５３億円に向上。

当期純利益
完全復活のための最終地固めを行うべく、減損処理の拡大や貸
倒引当金の積増し等前広な損失処理を行なったことにより、特別
損益は△３２４億円となり、当期純利益は２１７億円の損失を計
上。

当期実績の概要

Ｉ　Ｔ
モバイル・マルチメディア、航空宇宙事業、米国でのプリンタ輸出
取引が好調。加えて兼松エレクトロニクス、新東亜交易の連結子
会社化の影響もあり増収増益。
食　料
円安及び新東亜交易の連結子会社化で増収。畜水産関連の海
外仕入価格が高騰する中、国内マーケットへの価格転嫁が進ま
ず苦戦。豪州牛取引での在庫処分損計上もあり大幅減益。
鉄鋼・プラント
米国での特殊鋼取引や天然ガス・石油採掘用のパイプ取引、鉄
鋼原料取引が好調。またベトナム造船所向け船舶機材輸出、イン
ドネシアでの地熱発電所建設事業のほか、国内外での工作機械
取引が好調で増収増益。
ライフサイエンス・エネルギー
原油市況の高騰に加え、寒波の影響による国内灯油関連の需要
が増加し増収。タンクオペレーションやガソリンスタンド等、川下事
業での価格転嫁も進み増益。
繊　維
素材、原料およびＯＥＭビジネスの不振、新規ブランド事業の立ち
上げ遅延により大幅減収減益。

各部門の概要

概　　要

総資産
株式や不動産等リスクアセットを圧縮する一方、
兼松エレクトロニクス、新東亜交易の連結子会社
化により営業用資産が増加。前期末比３５９億円
増加の５，５６０億円となった。資産内容は格段に
向上。

有利子負債
着実に削減を進めた結果、ネット有利子負債は
２，４６３億円となり、ＮｅｗＫＧ２００目標を１年前
倒しで達成。

自己資本
特損処理に伴なう欠損金計上により２６０億円に
減少。
自己資本比率は４．７％、ネットＤＥＲは９．５倍。

＊上記の見通しは、発表日現在における入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係わる仮定を前提としております。
　 従いまして、実際の業績につきましては、今後の様々な状況変化により、記載の見通しとは大きく異なる可能性がありますことにご留意ください。
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連結キャッシュ・フロー

平成１９年３月期
業績見通し

概　　要

売上高は、18年3月期に行なった連結子会社化
の影響等により増加。経常利益は、食料部門の
回復およびＩＴ部門等の増益を見込む。当期純利
益は、特別損失の大幅減少により黒字化、１００
億円を確保する見通し。

当期純利益が改善するため自己資本が急回復。
ネット有利子負債も継続して削減の結果、ネット
ＤＥＲは６．４倍の水準とＮｅｗＫＧ２００最終年度
目標をほぼ達成する見込み。
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